近松の呼びかけ -感動詞「コレ」を中心として- by 近藤 尚子
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はじめに
出茶屋の床より女のこゑ「ありや徳さまではないかいの。
コ
レ
徳さま〳〵」と手をたゝけば徳兵衛がてんしてうちうなづ
き「
コレ
長蔵をれはあとからいのほどに
（後略）
」とかけ見
ゆるまで見をくり〳〵すだれを上げて「
コレ
おはつじやない
か。これはどうじや」と編笠を脱がんとすれば「アヽ づやはりきてゐさんせ
（後略）
」
（以下、引用に際しては曲節・墨譜、
ふりがな等は省き、現行の字体に改め、適宜句読点・傍線・ 「」を付したところがある。また後述するようにカタカナは小書きされていることが多い 、引用ではそれを示していない）
　近松門左衛門最初の世話物浄瑠璃である『曽根崎心中』での主
人公、お初・徳兵衛それぞれの最初の台詞である。お初の徳兵衛への呼びかけ、丁稚を連れて登場した徳兵衛の丁稚への言葉、そしてお初への答えである。そ ぞれの呼びかけが「コレ○○
（名
前）
」という表現になっていることに気づく。 「コレ」は相手の注
意を喚起したり、相手をとがめたりする際に使う感動詞である。近松の浄瑠璃は「台詞と地の文とが分化し、古浄瑠璃の類型化した台詞が性格化への進展をたどった」
（平田由美）
とされている。
お初や徳兵衛のこの台詞を耳にした観客にとっては、それまでの演劇とは異なっているという新鮮な驚きを与えるものであったろう。寿岳章子
（一九五七）
は「抄物の会話文」において漢語抄を
テキストとして分析した。そして感動詞 ついて「意外に語彙が豊富で、たかだか二百七十 文に十二種の語がある」 し、そ要因を「あくまでも日常的 性格という条件に強く導かれたものと見たい」と述べる。会話を書き留めるに際して日常語としてのリアリティを意識するときに感動詞の使用が増えるこということであろう。言い換えれば、感動詞 使用を、書き留められた会話のリアリティをはか ための手がかりとすることもできるのではないだろうか。
たんば屋まではお百どほどたづぬれど。あそこへもおとづれもないと有
ハア
たれやらが
ヲヽ
それよ。ざとうの大いちがと
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もだち衆にきけば。在所へ行かんしたといへどもつんとまことにならず。
　しばらく連絡をよこさなかった徳兵衛にお初が恨み言をいう場
面である。徳兵衛が在所へ行ったという情報をお初にもたらした人物の名をお初が思い出そうと自問自答している。それが「ハアたれやらがヲヽそれよ」の部分である。
はつせもとをしなにはでらなどころおほきかねのこゑ。つきぬやのりのこゑならん山でらのはるのゆふぐれきて見ればさきなは
コレ
九平次。アヽふでき千万な。
　謡曲「三井寺」を巧みに使った九平次登場の場面である。祐田
善雄は「惣地謡でサシを謡うのがマクラ、素人の稽古によく使われるクセを謡いながら九平次が登場する、 というように 「三井寺」のサシと 使 分けている。なお「見れば」は謡の文句を義太夫節で語り、徳兵衛の所作に転ずる。 」と注記する。 「先なは」までが地の文、 「コレ九平次。アヽふでき千万な」は徳兵衛の台詞である。ここで台詞を地の文から立ち上げる役割を果たしているのが「コレ」という呼びかけである 本稿では、このような近松浄瑠璃の台詞における感動 に注目し、その位置づけを試みる。
Ⅰ
　近松の他の浄瑠璃の状況を見ておく。まず『堀川波鼓』の例
挙げる。
「あら嬉しやあれつれあひのお帰りぞや。いで〳〵むかひに
参らす」とはしりよれば「
是
姉様。エヽしやうだいないあれ
は庭の松の木よ。彦九郎様は江戸にじやはいの。
（後略）
」
　引用部分は謡曲「松風」を取り入れて、姉のおたねが夫恋しさ
に錯乱するところを妹おふぢがたしなめる部分である。 『堀川波鼓』は謡曲をモチーフとしており、この部分でもおたねの台詞が松風の掛け合い 踏まえた謡曲風の言葉であるのに対し、おふぢは現実のことばで「
是
姉様。エヽしやうだいない」とたしなめて
いる。 へのきっかけがここでも「是」
（コレ）
なの
である。
　『丹波与作待夜小室節』で最初に登場するのは入間家の家老本
田弥三左衛門である。
すこんのさかつき足もとはよろ〳〵と。猩々緋 道中ばをり白い所はかみ斗。きんかあたまにかほ色もしゆちんのたちつけりゝしげに。 「何ンと〳〵お供廻りがそろつたら。お先手から乗出しめされ。
是さ
文左源吾左。身はをさへを乗申万事
夜前申し渡す通りだ
（後略）
」
　この人物は入間家に輿入れする由留木家の調姫を迎えに来た老
人で、 「おじやんべい」 「おんじやる」 「をきめされつちや」などの「関東訛」を使っている。ここでは部下に「是さ」と呼びかけている。
　時代物として『用明天皇職人鑑』 『平家女護島』からいくつか
例を挙げる。
只今帰着と告ければ五ゐの介とんで出。 「
コレ
頼ふだ人の御
帰り。若旦那のお帰り也」とよばゝるにぞ
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王子の令旨をいたゞき〳〵「イヤ
コレ
なふ兵藤太
（後略）
」
姫は飛び立ばかりにて「
コレ
そこな者。母上の御詞じやきや
うと思ふか」
（以上『用明天皇職人鑑』 ）
「
これ
死にます〳〵。おたすけ」とほゆるもかまはず突きふ
せ。丹左衛門引き ゞめ「
是々
御辺ばかりが御使か
（後略）
」
瀬尾太郎が首にかけたる赦文取り出だし。 「
是々
赦免の趣拝
聴あれ」と押しひらき。
（以上『平家女護島』 ）
　時代物は世話物に比べ例は少ないが、やはり「コレ」を見出す
ことはできる。
Ⅱ
　近松に先立つ演劇において、呼びかけはどのように描かれてい
るであろうか。浄瑠璃のルーツともいうべき古浄瑠璃『浄瑠璃御前物語』から例を挙げる。
玉藻の前を召されつゝ「なふ
いかにや
玉藻の前只今門外遥か
に聞きも習はぬ笛の音のし給ひけるをば承りて候が
（後略）
」
玉藻此由うけ給り
（中略）
急ぎ屋形に立ち帰り「
いかにや
申
さん我君様時は昨日の昼の比大方殿に着き給ふ金売吉次信高の馬追冠者 て候ふが東 旅 物うさに大和竹によをこめて草刈笛とて吹き給ふ我君様」とぞ申されける扨も其後上瑠璃御前は重ねて十五夜召し出し
いかにや
十五
夜承れか程に笛を吹く人 平家方では清経か源氏方では義朝には八男常盤腹 は三男鞍馬の寺にお します牛若殿こそ名
誉の笛の上手と承るいかなる人ぞよく見て参れや十五夜いかに」と仰せける十五夜此由うけ給り
（中略）
急ぎ屋形に立ち帰り「
いかにや
申さん我君様
（後略）
」
　浄瑠璃姫と侍女玉藻の前・十五夜との一連のやりとりである。
同じパターンが繰り返されていることがわかる。 まさに 「類型的」であろう。この後も「いかにや申さん旅の殿」 「いかにや申さん我君様」 「いかにや君」など「いかにや」 いう呼びかけが多用されている。
　いわゆる清玄桜姫物の最古の作品とされる『一心二河白道』で
は
姫君是を御覧じ
（中略）
「
いかに
乳母 　心深き言の葉かな 　主
は誰共知らね共 　是を拾ひて帰らん」と御懐に入給ひ 　やがて帰らせ給ひけり式部卿清玄は
（中略）
程なく丹州に付しかば 　とある所に宿
を取 　暫く休み 　宿の主お近付 　「
いかに
亭主 　そと尋ねた
きこと有 　此所に佐伯の郡司秋高といふ人あるか」
と、こちらは「いかに」という呼びかけが使われている。
　キリシタン宣教師によって「日本のことば稽古のために」出版
された『エソポのファブラス』に見られる「
いかに
獅子王きこし
めされい」 「
いかに
諸鳥のなかのすぐれてけたかいからすどの」
などの呼びかけ 共通しており、中世的である。
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Ⅲ
　西鶴の会話についてはすでに多くの論考がある。一般に「地と
会話との区画に明瞭を欠く」 、 「説話文体」 、 「地の文との融合」などといわれる。中嶋隆は「西鶴小説の会話は多様な相をもって展開した」とする。ここでは『日本永代蔵』と『世間胸算用』とを取り上げる。 『永代蔵』は「日本小説史の上でもかつてとりあげられたことのな 町人 経済生活という非文学的と 見える素材を文学としておもしろく描き上げた最初の作品」
（谷脇理史）
であ
る。
「我らも京の者なるが旧里断れてお江戸を頼に下りけるが。各咄しを聞に心ぼそし」と恥をつゝまず申せば、三人ともに口を揃て、 「詫言 手便はあらずや」 「姨様もないか」 「何とぞ下り給はぬがよい物を」と云。 「は 跡へ帰らぬむかし今から先の思案なり。扨面々 利発にてかく浅ましくなり給ふは不思議なり。何事を見立給ひても有べき」といへば、 「いかな〳〵、この広き御城下なれども、日本のかしこき人の寄合、銭三文あだにはまうけさせず。只銀がかねをためる世の中」といへり。
（巻二 　才覚を笠に着る大黒）
　まだ会話は続くのであるが、このように会話を活用している。
しかし「コレ」に関しては「コレコレ」という次の一例を見出たのみである。
国
（こく）
中の医師見放既に末期の水今ぞ生死の海、蛤貝に
て入けるに、是さへ咽を通りかね、いづれも手足 握り、 「
是
〳〵
、西方極楽へ只一道に、どこへも寄らずに参る事を忘給
ふな親仁様」と進めければ。
（後略） （巻三 　国に移して風呂釜の
大臣）
　病気が重り、臨終を迎えた親仁の手足を皆が握って呼びかける
ことばである。ぜひこれだけは言い聞かせたい、という気持ちが「これこれ」という呼びかけになったのであろう。
　『世間胸算用』は『西鶴置土産』と並んで西鶴小説の中でも「特
に会話文体が活用されている」と評されている
（中嶋隆）
。こちら
も「コレ」は「 れこれ」の形で一例である。引用はやや長くなるが、会話文体が活用されている箇所としてよく知られる部分である。
そのかけこひの中に、ほり川の材木屋の小者、いまだ十八九の角前かみ、しかもよは〳〵として女のやうなる生れ付きにて、心のつよき所有若ひ者なりしが、
（中略）
「さて狂言は果
たそふにござる。わたくしかたの請取て帰りましよ」と申せば、 「男盛り 者共さへ了簡して帰るに、おのれ一人跡に残り、物を子細らしく、人のする事を狂言とは」 「此いそがしき中に 無用の死てんがうと存 」 「其僉議いらぬ事」 「とかくとらねば帰らぬ」 「何を」 「銀子を」 「何もの とる 何もの。取が我等が得もの。傍輩あまた 中に、人の手にあまつてとりにくいかけばかりを、二十七軒わたくし請取、此帳面見給へ、二十六軒取済して、爰ばかりとらでは帰らぬ所。銀済ぬうちは、内普請なされた材木はこちのも 。さ ば取て帰らん」と、門口の柱 ら大槌にて打 づせば、亭主かけ
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出、 「堪忍ならぬ」といふ。 「
是
〳〵
そなたの虎落
（もがり）
、
今時は古し。
（後略）
」
　『胸算用』は大晦日の一日に絞って、その一日を何とか過ごそ
うとする町人の姿を描く。例によっておどし仕掛で大晦日の掛乞どもを撃退した亭主と、一人残った材木屋の小者との会話である。引用では句読点と「」を付してあるが、原文はふりがなはるものの、符号 一切ない。材木屋の小者は「死てんがう」つまり狂言自殺を「今時は古し」とたしなめ、続く部分で「当流 やりかた」を指南する。ここに「コレコレ」を見出すのである。
　西鶴と近松との日常会話に大きな隔たりがあったとは考えにく
い。また『胸算用』や『曽根崎心中』に描かれているのは同じような町人層である。その中で コレ」の使用にこのような違いあるのは、もちろん小説と演劇という実現形態 異なりによるところが大き であろう。西鶴の小説は本を前に て文字 たどりながら読んでいくもの 一方近松の文章 、歌舞伎に ろ人形浄瑠璃にしろ、観客 目の前で会話が現実に展開される そこにはよりリアルな会話が要求され、生み出され 可能性がある。
　西鶴は俳諧を出発点としている。 「俳諧的」 いうのも西鶴の
文章について指摘される特徴である 無駄がないのである。それは 『胸算用』 の亭主と小者との掛け合いにもよくあらわれていしたがって『永代蔵』 『胸算用』 一度ずつ使われて 「コレコレ」は、いわばここぞというときにそれなりの重みをもって使われている、と うことができよ 。しかし、実際 会話には意
味のない無駄な発話も多い。最初に引用した『曽根崎心中』お初の自問自答 「ハアたれやらがヲヽそれよ」 などもその例であろう。しかしこれがこの台詞にリアリティをもたらしているのではないだろう 。近松の「コレ」も西鶴とは別のいき方でリアリティを醸し出す役割を果たしている。
Ⅳ
　それでは、 会話を多く含む近世初期の笑話集はどうか。 まず 『き
のふはけふの物語』 には 「コレ」 使用が見られない。 発話のきっかけとしてよく使われるの さてさて」である。
有人、寺へ参る。長老御らんじて、 「
さて
〳〵
奇特の御参詣」
とて請じ給ひて
（８）
その坊主、つねに出家の髪ばかり剃りならひ、いつものごとくに思ひ、片小鬢をすら〳〵と剃り落す。此人、肝をつぶし、「是は〳〵」といへ共かなはず。 「
さて〳〵
言語道断、迷惑ぢ
や」とて腹をたつる。
（
19）
ある人の所へ、西国へ下るとて、暇乞にたちよりければ 「
さ
て〳〵
御大儀や。さて、じひろにお下りか、たゞしあなたか
らのまかないか」といふ。
（
29）
　などのごとくである。 『きのふはけふの物語』は寛永初年ごろ
の成立か、とされており、まだ中世的な色彩を残している。会話も類型的である。
　貞享三年の『鹿 巻筆』は「最も西鶴の浮世草子に近い」
（小
高敏郎）
。作者の鹿野武左衛門は仕方咄の芸人として知られ、笑
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話が読むものから聞くものへと変化している。これを会話という点から見ると、第一話「ばんどうや才介」における「とかく外から盗むべきにあらず」に続く「やい、そこな丁稚めは知らぬ 」という呼びかけ 新しさを感じる。この作品では「コレ」は「正月は物忌い」に一例が見える。全文を引く。
田所町に、甲州屋の甚右衛門とて、代々法花宗ニ而物忌ひをせらるゝ。旧冬廿八日まで商売いそがわし。御飾りの道具もこしらへざるゆへ、作介をよびて、 「飾り縄をなゑ」といふに、作介手をついて 「不調法なる私、飾りをいたさば、ろくでは御座るまい」といふ。亭主気にかけて、 「ばかめが」といふて、そばなる薪を投げつける。作介、 「
是
旦那、また
なげきをなさる」と云。甚右、 「さて〳〵是非もないたわけじや。左様の事 ぬかさぬものじや。あすは大晦日じやに、かならず粗相 いふな。ことに元旦には諸事とり落し 物をうち割りなどしても、 「目出たくなりた」とばかりいへ」と言ひつけけるに、棚より物の落ちかゝりければ 宙にてとり、 「我があ んかぎりは、めつたに目出度はせまい」といふた。
　甲州屋の甚右衛門という法華宗で縁起かつぎをする主人が、下
男作介に縁起の悪いことばを言わせまいとするが、かえって作介は「ろくでは御座るま 」 「なげきをなさる」 「めつたに目出度はせまい」と、次々に縁起の悪いことばを発するという話である。ここでは腹を立てて薪を投げつけた亭主に向かって作介が「是旦那」と呼びかけている。
　『軽口露がはなし』は、関西落語の祖とされ、辻咄で知られた
露の五郎兵衛の作である。 『鹿の巻筆』 に比べ、 「気さくで庶民的」（小高敏郎）
とされている。発話の語としては「さて」 「さても」 「そ
れ」 「やれ」 「何と」などが使われている。 「コレ」は見えない
（ 「
こ
れ
一つ気の毒であんす」 （五‐十五）があるが、呼びかけとはしない）
。
　さらにやや遅れて出た米沢彦八の『軽口御前男』がある。元禄
十六年六月上旬の刊記を持つが、これは『曽根崎心中』初演の翌月である。その序は次のようである。
此比京都へ上りけるに、みやこの若き衆、 「
何と
彦八、難波
にあたらしい事はないか、うけたまはらん」 「されば夕部淀川にて水が物申ました。何と〳〵」といへば、わかきしゆ聞たまひ、 「水が物 ふ、ふしぎにあらず。こちの宮古には露がはなしをする」とおほせらるゝ。その言葉をたねとして、さらば一はなし仕りませふ。 「とうざい〳〵」 。
　「露がはなしをする」とは先の『露がはなし』を踏まえた序で
あるが、序からすでに会話を取り入れた作りになっている。西鶴の俳諧「
何と
亭主かわつた恋はござらぬか、昨日もたはけが死ん
だと申す」を思い起こさせる会話である。中世的な「いかに」がこの「何と」に置き換わったものと考えられ、本文にも
何と
作
左ひさしや」 「
なんと
灯心といふ物はどこから出るぞ」 「
何と
角内」
「
なんと
分別といふものは臍のしたから出る物か」などの例を見
出す。そして末尾に「こりや」一例がある。
ある人久三つれて買物に出られ、 る見せにて買物とゝのへゐらるゝを、見せ先に非人ども眺めおるほどに、 「
こり
や
久
〔　　〕58
三、おれは裏へいく。見せ先に人がある。財布に気をつけ番をせよ」 「あい」といふて旦那ゆかれしあとにて、かの久三財布かたげてはしりければ、おもての非 、 「あれ〳〵」といふた。
　「こりや」は「これは」の転であり、厳密には「これ」とは異
なるが、この例は本稿で取り上げた「コレ」と同じ意味で使われている。 「久三」 「作介」と同様、下男の通称であり、ここは主人が久三に財布に気をつけろと注意することばである。結局主人が警戒していた非人ではなく、久三が財布を持ち逃げしてしまい、それを見ていた非人が「あれあれ」というのである。
　以上、笑話集四種を調査した結果、 コレ」は一例、 「コリャ」
が一例しか見出せなかった。先の西鶴の二編と同じ結果といってよいであろう。 『鹿の巻筆』以下の 種は、仕方咄・辻咄として聞かせる形態をとるものであり、演劇と つながりも考えられる。 『鹿の巻筆』では約四分の一が歌舞伎に関わる咄である。そういった共通点を考えたうえで、 「コレ」に関して近松との間にこのような異なりがあると うことはまずは近松 個性ととらえられる。先述のように背景にある言語状況に大きな隔たり いと考えられるからである。さらなる可能性とし は「コレ」という呼びかけが持つニュアンス 、近松以外の作品で扱う人間 係の中では使いにくいものであった、ということも考えられ 上の者が下の者に向かってとがめたり しなめ りする いう語感が強いのである。しかし本稿ではそこには踏み込まない。 「コレ」を多用する近松、 「コレ」をほ んど使用しない西鶴や笑話集、
現われは対照的であるが、 それぞれにおいて会話の 「現実らしさ」を追及していたといえるのではないだろうか。
Ⅳ
　さて、 『曽根崎心中』に戻る。お初の台詞でも徳兵衛の台詞で
も、 「コレ」 はカタカナで表記されている。このあと 「アヽ、ハア、ヲヽ、ハテ、ハアテ、ヲヽソレ、コリヤ、エヽ コレヤ、イヤ、サア」などたくさんの感動詞がカタカナで表記されている。
　「是姉様」と「コレ」が漢字表記されていた『堀川波鼓』
続いて 「
エヽ
しやうだいない」 とあるし、 「
ヲヽ
　されば〳〵」 「
ハ
ツ〳〵、サア
」など はりカタカナ書きの例を容易に見出すこと
ができる。
　『心中宵庚申』は近松最後の世話物である。その 之巻には次
のような箇所がある。
「
エヽ
とゝさまはお煩ひかしらなんだ〳〵。いつからの事で
ござんする」 「
ヤ
なんじやおわづらひしらぬか。そんならそ
なた何しに来た。何悲しうて泣くぞ」 「
ア
恥ずかしや又さら
れて」と顔押かくしむせび入。
　八百屋半兵衛の妻千世が夫の留守に「姑去り」に遭い、実家に
戻ってくる場面である。姉お軽との掛け合いで、それぞれの発話の始めに感動詞がカタカナで付されてい 引用は正本近松全集所収 七行本によったが、原本 はこのカナは本行に小書きされるもの、曲節等の符号と同じような位置に置かれてい ものなど、さまざまである。しかしたとえば次のような例
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物いはぬわけ聞たくばこなたの心におとひなされ。人のしつた事のように
ハヽヽヽヽ
おかしい事では有とそら笑ひ取ても
つかれず。
ムウムウ
と計さしうつむきとむね。つくより詞な
し。
　半兵衛は千世の実家に妻が去られて戻っているとは知らずに立
ち寄り、お軽から責められる。ここでお軽の「ハヽヽヽヽ」 、半兵衛の「ムウムウ」ともにかなり小さく書かれている。しかしこの部分がなければ「そ 笑ひ」は示されないことになるし、 「と」で受ける部分もなくなってしまう。このように感動詞が、表記はさまざまであるにしても「正本」にきちんと記 れていることをまずは確認する。そしてそれはカタカナで表記される とが多い。
Ⅴ
　このようなカタカナの使用は、近松以後いろいろな作品でたや
すく見出すことができる。 『菅原伝授手習鑑』は延享三年
（一七四
六）
初演の時代物である。その初段の最初の台詞は女中頭のもの
である。
「
コレ
お次に誰も居やらぬか。希世様の御用が有」と。呼次
局に不足顔。 「
コレ
手の皮がひり付程たゝいてもしゝらしん。
ムウ
合点。
（後略）
」
　翌延享四年初演の『義経千本桜』渡海屋の段から引く。
母は娘の傍に寄
コレ
お安。其様に転寝して。風引てたもる
なや」と。抱起せば目をすり〳〵。 「
ヲヽ
母様。お前のなさ
るゝ事見て居て。ついとろ〳〵と一寝入。 」
　引用は『文楽浄瑠璃集』によったが、底本である竹本綱大夫使
用の床本と丸本とはとくにこの感動詞に関して異同が多いことが校注によって知られる。なお検討を要するところである。
　次に小説として『遊子方言』 『辰巳之園』を取り上げる。 『遊子
方言』は「地 文を交えた会話体を自由に駆使して人物の容貌・服装・ 語等を細かく描き出し、皮相的ではあるが写実的描写の技法を確立して洒落本の文体を完成した」
（水野稔）
とされる。感
動詞の類は小書きのひらがなで示される
（引用は小書きにしない）
。
（通り者）
これさ
　そんなにしやれずと、 はやく、 持て来やな。
のう
　色男、ちツくり茶づツてゐこじやないか。
（むすこ）
あ
い　よう御座りましよ。
　深川を舞台として「江戸の洒落本の中心的な潮流」
（水野稔）
を
形づくることになった 『辰巳之園 では次 ような例も見られる。
（客）
これ〳〵
長助、酒でものみやれ。
（長助）
ハイ
。
（中略）
（客）
さあ、みんな平に〳〵。
（四人）
ハイヽ
。
（後略）
　式亭三馬の『浮世風呂』を見れば、カタカナ書き 例は枚挙に
暇がない。
辰「
ヲイ
、今行よ。あれ御覧じましな。二度三度のお迎だ。
ホンニ〳〵
たんまりと湯へも這入れません。
ホヽヽヽヽ
。
コ
レ〳〵
喜代や。おのしはの、お茶の支度をさつせへよ。下女
「
ハイ〳〵
　ト出てゆく
（二編上）
　近松を出発点として、感動詞がカタカナで表現される現象を
追ってきたが、これらは相互に関係があるというわけではないだ
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ろう。このような共通の現象の背後には、カタカナのもつ表現性が潜んでいると考えているが、それについてはまた考察したい。
おわりに
　元禄期から享保期にかけて、対象の認識のしかたが変化し、仔
細に亙って事がらが把握され、述べられていくよう なる、という指摘がある
（宗政五十緒）
。近松の中でも最後の世話物である 『心
中宵庚申』は享保的な表現である、 い のである。表現はまずはそういった時代の傾向を映すものである。現わ はそれぞ 異なっているが、西鶴にし も鹿野武左衛門や露の五郎兵衛、米田彦八、そして近松にしても、より現実らしく 欲求は共通している。 れは 世 入って文学や演劇に「現実らしさ」が求められ、そして「現実らしさ」を表現することを可能にする環境が整っていた証であると考えられよう。寿岳章子
（一九七四）
は
『天草版平家物語』について、 「さして無理せずとも、この種の文章が作られる力のよう ものが、どこか 存在していたことになる」という。 「それがあ だけで 駄目で、それが幅広く求められねばならないのだ」 「求められた き、さほどではなくともこやかにそれは育って行く」と うの 、この近世前期 西鶴近松の文章 ついてもまたぴたり あてはまるよ 思うのである。
　本稿では近松の感動詞を会話のリアリティを醸し出す役割を果
たすものとして取り上げた。近松 先駆性は「正本」にこの感動詞をも含めて記 留めたことにある。もちろんリアリティはひと
り感動詞によって表出されるものではない。しかし登場人物を、感情を持つ一個の人間として描き出そうとする姿勢が、近松においては感動詞の使用と重なるのである。使
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に七十六歳で死亡した。本書はその二〇〇年後に、秋成と同じ御年七十六歳になられた著者 よる 『春雨物語』 の論文集である。
　収録されている論文は一本を除き、皆こ
の二、三年に著されたものである。また、本書書下ろしの論文も四本収められている。
　第一章には、概論的内容として、 「秋成
文学の展開」 「 『春雨物語』の世界」の二編が備わる。後者は『春雨物語』簡略に各話に触れ、研究史を俯瞰できる。以下第二章には、 「血かたびら」 「天津処女「目ひとつの神」 「死首の咲顔」 「宮木が塚」 妖尼公」「捨石丸」 「樊噲」の詳論が備わる。これまでの研究を活用した著者の新知見が詳述される。
　秋成研究者の第一人者である著者が秋成
没後二〇〇年に向けて、満を持して放った論の数々に我々は息を呑まれるばかりである。（二〇〇九年一 月 　岩波書店 　Ａ５判 　三四六頁 　税込一〇二九〇円） 
〔河村公康〕
